






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































??????????????》???》?????????????』????、? ?? ??《 ?。
、?
??
?????????????
??? ???????
???????、、《???? 《???、、?????????《》??、?
???????????
??????????
???????????
????『
?????????》????
●●●q
●●q
●●●q
●●q
●●●q
0
●●●q
宇津木和夫・平岡照代・布村昇
一般に一種のコケには一種のクマムシが生息してい
るが，なかには数種のクマムシ類が共存している場合
がある。代表的なコケを選びその状況を比較したもの
が表－6である。これによると高所になるにしたがっ
てこの傾向が著しい。
のクマムシ類が認められた。これらのクマムシの同定
にはRamazzotti＆Maucci(1983)，Binda＆Pilato
(1986),Pilato(1987)，およびDastych(1988)を参考に
した｡今回の報告には1992-1993年にわたって行われた
富山市呉羽丘陵の自然環境調査の資料も含まれており
その中に報告されたMacγ0〃0”sルz唯/α"“
Jもめsj""s‘〃"秘加j，りゅ〃αSCO〃pγ0応か0sかeおよび
Ra”αzzO"〃so舵γ〃“"sg”の4種はいずれも広汎種
である。
本報告では調査域が富山県のほぼ全域にわたってい
る上，採集したコケの試料数が多いこと，採集範囲を
低地から高地まで拡げたことから，クマムシ類および
コケ類の水平分布のみならず垂直分布についても検討
することが可能になった。
富山県内のクマムシ類は市街地で20種が報告されて
いたが(1996)，0-500mの範囲で21種となった。これ
は新たに朝日町でP呪z"c"Smα恋"s/α雌が見いだされ
たことによる。市街地のクマムシ類の種構成を他県と
比較すると，異クマムシ類が6種も得られているのは
金沢市以外にはない。また，真クマムシ類が15種も見
いだされたことは,262と試料数の多い東京都内で6種
しか得られていないのと比べて特異的である。気象条
件の一つとして年間降水量をみると1961-1990年の平
均値が富山市で2295.9mm，金沢市で2592.6mm，福井市
で2368.3mmで他県に比べて北陸地方が多雨および多雪
地域であることを示しており，これが年間を通じたコ
ケ類の生育を良くし，コケを生息場所とするクマムシ
類にとっても好条件をもたらしていると考えられる。
関東周辺では山地にみられるEC〃"た“sgJgg""s，
〃“γO脚0"zs〃6eγ"此"sおよびP〃"cγis””29"s/“z
が富山県では平地部でみいだされているのは比較的変
化に富んだ気象条件によるのか，生息するコケの種類
によるものかは試料数が少ないので今後検討の余地が
ある。その他のクマムシ類の垂直分布についてはDas‐
tyc〃(1988)がポー ランド全域で調査した結果とよく一
致する。
コケとクマムシの関係については特定のコケに特定
のクマムシが生息するという報告はないが，試料数の
多いコケについてみるとクマムシ類が好む（よく生息
している）コケと好まないコケがあるように見える。
表－5はそれを比較したものであるが，図－4に代表
的なコケの形態と葉の構造を示した。この図と表から
クマムシが生息する条件としては乾燥時に葉が屈曲す
るか，捻転して体を縮めたクマムシを保護し，外部環
境の変化にも耐えられる空間が確保できることが必要
と考えられる。また，コケの葉の細胞液を食するクマ
3．クマムシの生息条件としてのコケ
コケのなかで生息しているクマムシは乾燥するとコ
ケの葉の間に身を潜めたうえ，体を縮めて静止する習
性がある。第2節の結果からコケの種類とクマムシの
生息の関係を調べるために，表－5の中からホソバオ
キナゴケ，ギンゴケおよびエゾスナゴケの3種を選び≦
コケの環境変化に対する形態変化とコケの葉の構造を
比較した（図－4）。
多くのコケは乾燥するとギンゴケのようにその葉を
茎の方に屈曲するか，エゾスナゴケのように葉を捻転
して縮めるが，ホソバオキナゴケは乾燥しても葉を屈
曲することがない。この形態上の相違はクマムシの生
息環境の要因の一つと考えられる。
また，クマムシの多くは口にもつ歯針でコケの葉に
孔を開けて細胞液を吸引して摂食する。一般にコケの
葉は10-20〃mの厚さの一層の細胞からなるが，ギンゴ
ケやエゾスナゴケのように乾燥時に葉が屈曲または捻
転するものでは，その細胞壁は薄い。しかし，ホソバ
オキナゴケの葉は厚さが70-80"mある上，葉緑体をも
つ小型の細胞が表裏両面から大型の非緑色細胞に挟ま
れた特殊な構造をしている。このようにコケの葉の構
造もクマムシ相と食性にとって大切な要因と考えられ
る。
考察：
今回の調査は富山県全域の生物相の調査の一環とし
て行ったもので,県内35地点190試料のコケ類より31種
A,水ソバオキナゴケ B,ギンゴケ C，エゾスナゴケ
図－4．コケの乾湿による形態変化とコケの葉の断面
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ムシにとっては葉の構造も大きな要因であり，図－4
に示したホソバオキナゴケはクマムシの食性にとって
全く不可能な構造であり，乾燥時の葉の形態とともに
クマムシが生息していない理由が理解できる。一方，
アオギヌゴケは低地ではクマムシの生息率は低いが高
地では比較的高くなっている。これはコケの種類の減
少によって生息場所が制約されるものと考えられる。
この観点から表－6をみると多数のクマムシ類が一種
のコケに生息する比率が高地になるに従って大きくな
るのも同様の理由によるとみることができる。この傾
向はより多くの高山のコケ類を調べることによってさ
らに明確になると思われる。
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